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支援を円滑に引き継いでいく方法について

第２回 相談・地域生活支援専門部会

【資料第１号】

しえん えんかつ ひ つ ほうほう

だい かい そうだん ちいき せいかつ しえん せんもんぶかい



第１回 相談・地域生活支援専門部会 から
だい かい そうだん ちいき せいかつ しえん せんもんぶかい けいかほうこく

第２回 相談・地域生活支援専門部会 までの経過報告

第１回 相談・地域生活支援専門部会

令和５年度第４回 文京区指定特定相談支援事業所連絡会

令和５年度第１回 相談・地域生活支援専門部会 事後アンケート

第２回 相談・地域生活支援専門部会

だい かい そうだん ちいきせいかつしえんせんもんぶかい

だい かい そうだん ちいきせいかつしえんせんもんぶかい

れいわ ねんど だい かい ぶんきょうく してい とくてい そうだんしえんじぎょうしょれんらくかい

れいわ ねんど だい かい そうだん ちいきせいかつしえん せんもんぶかい じご

だい かい そうだん ちいき せいかつ しえん せんもんぶかい



令和５年度第４回文京区指定特定相談支援事業所連絡会（議事録より参照）

ひぐち ぶかいちょう せつめい き め しえん ひきつ きほんじょうほう さい だいじ

樋口部会長より説明。切れ目のない支援について、引継ぎツールや基本情報シート、その際に大事にして
ぶかい ぎろん かさ さくねんど さくせい ほうこうせい もっ しゅうりょう こんねんど だい かいめ

いることについて部会で議論を重ね、昨年度はツールを作成する方向性を以て終了し、今年度第1回目の
きょうぎ お ひきつ さい き つか みな けいけん いけん き

協議を終えた。引継ぎの際に気を遣っていることを皆さんの経験から意見を聴かせていただきたい。

きょうつう しょしき けんとう ひつよう

・ツール＝共通の書式ではなく、ポイントをまとめたチェックリスト、ガイドラインの検討が必要だという
きょうゆう

ことが共有できた。
しえんしゃ かわ かた せいかつ か けいぞく たいせつ ひきつ さい かた せいかつ じんぶつ

・支援者が変わってもその方の生活が変わらず継続できることが大切で、引継ぎの際にその方の生活や人物
ぞう と つた

像を取りこぼしなく伝えられているかどうかチェックできるようなものがあるとよい。

開催日時：令和5年7月28日（金）18:00-19:00
かいさいばしょ かいぎ

開催場所：Zoomによるオンライン会議
さんかしゃ めい じむきょく ぶんきょうくしょうがいしゃきかんそうだんしえん しょくいん ふく

参加者 ：14名 （事務局：文京区障害者基幹相談支援センター職員 含む）
けいしき じむれんらく あと ひぐちぶかいちょう せつめい うえ じっし

形 式：事務連絡の後、樋口部会長より説明の上、ブレイクアウトルームによるグループワークを実施。
いけんこうかんご ぜんたいはっぴょう いけんしゅうやく おこな

３グループによる意見交換後、全体発表、意見集約を行った。

けいかくさくせい ひきつ さい などじょうほうきょうゆう うえ だいじ こと

テーマ「計画作成や引継ぎの際等情報共有する上で大事にしている事」

＜総括＞

れいわ ねんど だい かい ぶんきょうく してい とくてい そうだん しえん じぎょうしょ れんらくかい

かいさいにちじ れいわ ねん がつ にち きん

ぎじろく さんしょう

そうかつ



＜各グループ意見＞
かく いけん



令和５年度第１回 相談・地域生活支援専門部会
じご

事後アンケート

目的

障害福祉サービスから介護保険サービスへの移行における困りごとや課題をより具体的にして、

解決に向けて取り組むべき事柄（例：ガイドライン作成、事例を用いた勉強会）を明確にすること。

方法

Googleフォームを用いて、相談・地域生活支援専門部会委員を対象に実施。

結果

【資料第２号】令和５年度第１回 相談・地域生活支援専門部会 事後アンケート結果

れいわ ねんど だい かい そうだん ちいき せいかつ しえん せんもんぶかい

もくてき

しょうがいふくし かいごほけん いこう こま かだい ぐたいてき

かいけつ む と く ことがら れい さくせい じれい もち べんきょうかい めいかく

ほうほう

もち そうだん ちいき せいかつ しえん せんもんぶかい いいん たいしょう じっし

けっか

しりょう だい ごう れいわ ねんど だい かい そうだん ちいき せいかつ しえん せんもんぶかい じご けっか



支援を円滑に引き継いでいく方法についての意見

指定特定相談支援事業所連絡会

ツール＝共通の書式ではなく、

ポイントをまとめたチェックリスト

第１回部会 事後アンケート結果

サービス移行についての流れを

わかりやすく説明できる資料

サービス移行の流れに沿ってわかりやすくポイントを

チェックできるようにまとめられた一つのシート

しえん えんかつ ひ つ ほうほう いけん

してい とくてい そうだん しえん じぎょうしょ れんらくかい

きょうつう しょしき

だい かい ぶかい じご けっか

いこう なが

せつめい しりょう

いこう なが そ

ひと



障害福祉サービス

障害福祉サービスから介護保険サービスへの引き継ぎの
なが せつめい しりょう そ

流れがわかる説明資料に沿ったチェックリスト

介護保険サービス

サービス移行の流れ 引継ぎのポイント

（以下、引き継ぎチェックリスト）

しょうがい ふくし かいご ほけん ひ つ

いか ひ つ

いこう なが
ひきつ

しょうがいふくし

かいごほけん



引き継ぎチェックリスト作成について
◆ワーキンググループによる作成

◆ワーキンググループメンバーについて

・サービス移行についての説明をする際の経験、知識がある人

・サービス移行についての説明をした経験のない人、

または経験があまりない人

◆混合グループにより、引継ぎチェックリスト案の作成を行う

ひ つ さくせい

さくせい

いこう せつめい さい けいけん ちしき ひと

いこう せつめい けいけい ひと

こんごう ひきつ あん さくせい おこな



ワーキンググループメンバー候補

・障害福祉の立場で移行の説明ができると回答している人

・介護保険サービスのことを知っている立場にいる人

・障害福祉の立場で移行の説明があまりできないと回答している人

・行政職の立場の人

・福祉専門職ではない立場でチェックリストがわかりやすいか見れる人

・部会委員以外の候補：ケアマネージャー

こうほ

しょうがいふくし たちば いこう せつめい かいとう ひと

かいごほけん し たちば ひと

しょうがいふくし たちば いこう せつめい かいとう ひと

ぎょうせいしょく たちば ひと

ふくし せんもん しょく たちば み ひと

ぶかい いいん いがい こうほ



【資料第２号】

令和
れいわ

５年度
ねんど

第
だい

１回
かい

 相談
そうだん

・地域生活
ちいきせいかつ

支援
しえん

専門部会
せんもんぶかい

　事後
じご

アンケート結果
けっか

【質問
しつもん

１】回答者
かいとうしゃ

自身
じしん

がご本人
ほんにん

や家族
かぞく

へ障害福祉
しょうがいふくし

サービスから介護保険
かいごほけん

サービスへの移行
いこう

（以下
いか

、

サービス移行
いこう

）について説明
せつめい

したことはありますか

ある, 5人, 

42%

ない, 7人, 

58%

ある

ない

しつもん かいとう かた せつめい とき こま

【質問１で「ある」と回答した方】 説明する時に困ったことはありますか

ある, 2人, 

40%

ない, 3人, 

60%

ある

ない



【資料第２号】

これまでの障害
しょうがい

サービスの利用状況
りようじょうきょう

と利用負担
りようふたん

、今後
こんご

も継続
けいぞく

できるサービスがあるか。

【質問
しつもん

２】回答者
かいとうしゃ

自身
じしん

がご本人
ほんにん

や家族
かぞく

へサービス移行
いこう

について説明
せつめい

できますか。

質問
しつもん

２で「ある程度
ていど

説明
せつめい

できる」・「あまり説明
せつめい

できない」と回答
かいとう

した方
かた

どのようなことが分
わ

かれば説明
せつめい

できると思
おも

いますか。（自由記載
じゆうきさい

）

介護保険
かいごほけん

の仕組
しく

みが説明
せつめい

できない。

移行
いこう

への、わかりやすい図
ず

、説明文
せつめいぶん

が書
か

いてあるフォームがあるとイイです。

具体的
ぐたいてき

な金額面
きんがくめん

については、説明
せつめい

が難しい
むずか

と思
おも

っています。それ以外
いがい

の、制度
せいど

の建付
たてつ

けについては、事前
じぜん

に高齢福祉課
こうれいふくしか

の方
かた

に相談
そうだん

して確認
かくにん

した上
うえ

で、ご本人
ほんにん

にご説明
せつめい

しています。その中
なか

で、わからないことがあ

れば、その都度
つど

、相談
そうだん

するので、特
とく

に現状
げんじょう

で問題
もんだい

はありません。

実際
じっさい

に担当
たんとう

したことがないので、初期段階
しょきだんかい

から勉強
べんきょう

することが必要
ひつよう

です。具体的
ぐたいてき

な介護保険
かいごほけん

との違
ちが

いや移
い

行
こう

の仕方
しかた

の実務
じつむ

などです。

一般的
いっぱんてき

な説明
せつめい

は可能
かのう

と思
おも

われます。とはいえ、事象
じしょう

によって、個別具体的
こべつぐたいてき

には事情
じじょう

が異
こと

なることがあり得
え

るため、「実際
じっさい

は各御担当
かくごたんとう

で確認
かくにん

ください」とすることで現実
げんじつ

からかけ離
はな

れないようにしています。

障害
しょうがい

サービスと介護
かいご

サービスの相違点
そういてん

その事
こと

に対
たい

して詳
くわ

しい手引
てび

きあればと思
おも

います。

説明できる, 2

人, 17%

ある程度説明

できる, 6人, 

50%

あまり説明で

きない, 4人, 

33%

せつめい

せつめい

ていど せつめい



【資料第２号】

凡そ
おおよ

の理解
りかい

なので、正確
せいかく

な制度理解
せいどりかい

となっているか？もしくは不十分
ふじゅうぶん

な理解
りかい

を補え
おぎな

る研修
けんしゅう

もしくは事例
じれい

を

通
とお

して理解
りかい

につなげること。

【質問
しつもん

３】回答者自身
かいとうしゃじしん

の体験
たいけん

の中
なか

でサービス移行
いこう

がうまくいっていない事例
じれい

はありますか

ある, 3人, 25%

ない, 9人, 75%

ある

ない

しつもん かいとう かた

【質問３で「ある」と回答した方】
しゅうい いこう

周囲でサービス移行がうまくいっていない
じれい き

事例を聞いたことはありますか

しつもん かいとう かた

【質問３で「ない」と回答した方】
しゅうい いこう

周囲でサービス移行がうまくいっていない
じれい き

事例を聞いたことはありますか

ある, 1人, 

11%

ない, 8人, 

89%

ある ない

ある, 2人, 

67%

ない, 1人, 

33%

ある ない



【資料第２号】

①対象者
たいしょうしゃ

について

（障害分類
しょうがいぶんるい

や疾病
しっぺい

、年齢等
ねんれいとう

、個人
こじん

が特定
とくてい

されない、差
さ

し障
あた

りない範
は

囲
んい

でご回答
かいとう

ください）

②事例
じれい

の内容
ないよう

について ③事例
じれい

が発生
はっせい

した理由
りゆう

について

全盲
ぜんもう

で要支援
ようしえん

となった方
かた

全盲
ぜんもう

の状態
じょうたい

が要支援
ようしえん

のサービ

ス（ともに行う
おこな

家事
かじ

）になじ

まない。その後
ご

要介護
ようかいご

となっ

た。

平成
へいせい

１８年当初
ねんとうしょ

は現在
げんざい

よりも認定時
にんていじ

に障
しょ

害
うがい

への配慮
はいりょ

が少
すく

なかったのではないか。

障碍者
しょうがいしゃ

の日常生活
にちじょうせいかつ

に即
そく

したサービ

スになっていない。

ケアマネジャーを選
えら

ぶ場面
ばめん

で

説明
せつめい

が不自由分
ふじゆうぶん

ヘルパーに伝
つた

わっていなかった

知的障害
ちてきしょうがい

、65歳
さい

到達
とうたつ

の方
かた

障害者支援施設
しょうがいしゃしえんしせつ

・GHから、高
こ

齢
うれい

によるADLの低下
ていか

で現在
げんざい

の

設備
せつび

での生活
せいかつ

が難し
むずか

くなって

きたと相談
そうだん

があった。

高齢
こうれい

の施設
しせつ

への移行
いこう

を検討
けんとう

し、生活
せいかつ

しているエリアの地
ち

域
いき

に、本区
ほんく

介護保険課
かいごほけんか

から認
に

定調査
んていちょうさ

依頼
いらい

を行い
おこな

介護認定
かいごにんてい

を

受
う

け、施設
しせつ

を探
さが

した。

障害者支援施設
しょうがいしゃしえんしせつ

から、もう少
すこ

しできる範囲
はんい

での生活
せいかつ

を支援
しえん

していくとの意向
いこう

が示
しめ

され、

介護
かいご

への移行
いこう

とはならなかっ

た。

高齢
こうれい

によるADLの低下
ていか

で、現在
げんざい

の施設設
しせつせつ

備
び

での生活
せいかつ

が難し
むずか

くなったとの相談
そうだん

が

あった

具体例
ぐたいれい

ではないですが、視覚障害
しかくしょうがい

のように介護保険
かいごほけん

には無
な

いサービ

スが入ら
はい

ないこと

支援中
しえんちゅう

の場面
ばめん

にて。聴覚障害
ちょうかくしょうがい

などでは手話
しゅわ

が必要
ひつよう

になるが

介護保険
かいごほけん

では対応
たいおう

できない。

手話
しゅわ

のやり取
と

りとして家族
かぞく

の

同席
どうせき

が必要
ひつよう

になる。家事
かじ

の負
ふ

担
たん

が減
へ

らない

末期
まっき

がん

【質問
しつもん

４】うまくいっていない事例
じれい

について、教
おし

えてください
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⑧その他（自由記載）

介護保険
かいごほけん

制度移行
せいどいこう

してからヘルパーが同行
どうこう

の「移動支援
いどうしえん

」がなくなってしまうのではないかとても不安
ふあん

？

【質問
しつもん

５】 サービス移行時
いこうじ

の支援
しえん

に関
かん

して課題
かだい

と感
かん

じていることを教
おし

えて下
くだ

さい。

私
わたし

の勉強不足
べんきょうぶそく

ではありますが、質問
しつもん

が漠然
ばくぜん

としていて、答え
こた

ずらかったです。

これからも、宜
よろ

しくお願
ねが

いします

7人

7人

7人

7人

5人

4人

7人

3人

3人

5人

5人

6人

7人

2人

2人

2人

0人

0人

1人

1人

3人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑦サービス移行による自己負担額の増加

⑥介護保険制度と障害福祉制度の併用時の煩

雑さ

⑤サービス移行後の介護支援専門員の障害福

祉制度に関する知識不足

④サービス移行時に他のサービスで補完でき

る社会資源の知識不足

③サービス移行前の相談支援専門員の介護保

険制度に関する知識不足

②自らの障害者福祉制度に関する知識不足

①自らの介護保険制度に関する知識不足

0 1 2

みずか かいごほけん せいど かん ちしきぶそく

いこうまえ そうだんしえんせんもんいん かいごほけん

みずか しょうがいしゃふくしせいど かん ちしきぶそく

せいど かん ちしきぶそく

ある
ない

いこうじ た ほかん

しゃかいしげん ちしきぶそく

し せいど かん ちしきぶそく

いこうじ かいごしえん せんもんいん しょうがいふく

いこう じこふたんがく ぞうか

かいごほけんせいど しょうがいふくしせいど へいようじ はん

ざつ
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支援員
しえんいん

の習熟度
しゅうじゅくど

によって結果
けっか

にバラツキが出
で

ると思
おも

われるので何
なん

とも言
い

えません。移行
いこう

がうまくいかな

かった具体例
ぐたいれい

が出
で

てくるなら、外部
がいぶ

にお願
ねが

いする意味
いみ

はあるかと思
おも

います。

回答者
かいとうしゃ

の主語
しゅご

が混在
こんざい

しています。相談支援
そうだんしえん

専門員
せんもんいん

としてなのか、ケアマネジャーとしてなのかがわかりに

くかったです。

受
う

けるサービスの組
く

み合
あ

わせがケースによってそれぞれ異
こと

なるため、画一的
かくいつてき

な説明
せつめい

が難し
むずか

い

【質問
しつもん

６】このアンケートを委員以外
いいんいがい

（指定特定
していとくてい

相談支援
そうだんしえん

事業所
じぎょうしょ

連絡会
れんらくかい

や地域包括
ちいきほうかつ

支援
しえん

センターな

ど）に回答
かいとう

の協力
きょうりょく

を求
もと

めることについて

●その他
た

の意見
いけん

詳細
しょうさい

もう少
すこ

し説明
せつめい

があってのアンケートなら、外部
がいぶ

へも良
い

いのではないでしょうか

部会のみのアンケー

トにした方が良い。, 

2人, 16%

外部にもアンケート

をした方が良い。, 8

人, 67%

その他, 2人, 17%

ぶかい

ほう よ

ほう よ

がいぶ

た



令和 3年 3月 16日 

文京区福祉部障害福祉課 

文京区介護サービス事業者連絡協議会資料 

 
 

障害福祉サービスの体系と介護保険との適用関係について 
 
 

１．障害福祉サービスの体系 

サービスの種類 サービスの内容 

介

護

給

付 

訪

問

系 

居
宅
介
護 

家事援助 居宅で調理、洗濯及び掃除等の家事並びに生活相談等を行う 

身体介護 居宅で入浴、排せつ及び食事等の介助を行う 

通院等介助 病院への通院（入退院を除く）又は官公署での手続き等のための移動介助を行う 

重度訪問介護 

重度の肢体不自由者又は重度の知的障害若しくは精神障害により行動上著しい困難を

有する障害者であって、常に介護を必要とする障害者に、居宅で入浴、排せつ、食事

等の介護、外出時の移動支援、入院時の支援等を総合的に行う 

同行援護 
視覚障害により移動に著しい困難を有する障害者が外出する際、必要な情報提供や介

護を行う 

行動援護 
知的障害又は精神障害により行動上著しい困難があり常時介護を要する障害者が行動

するときに、危険を回避するために必要な支援、外出支援を行う 

重度障害者等包括支援 介護の必要性がとても高い障害者に、居宅介護等複数のサービスを包括的に行う 

入
所
系 

短期入所 

(ショートステイ） 

自宅で介護する人が病気などの場合に、短期間、夜間も含め、施設等で入浴、排せつ、

食事の介護等を行う 

療養介護 
医療と常時介護を必要とする障害者に、医療機関で機能訓練、療養上の管理、看護、

介護及び日常生活の世話を行う 

施設入所支援 
施設に入所する障害者に、主として夜間に入浴、排せつ、食事等の介護、生活相談、

その他必要な日常生活上の支援を行う 

生活介護 
常に介護を必要とする障害者に、昼間、入浴、排せつ、食事の介護等を行うとともに、

創作的活動又は生産活動の機会を提供する 

訓
練
等
給
付 

居
住
支
援
系 

自立生活援助 
居宅における自立した生活を営むため、定期的な居宅訪問や随時の対応により日常生

活における課題を把握し、必要な支援を行う 

共同生活援助 

(グループホーム) 

夜間や休日、共同生活を行う住居で相談、入浴、排せつ、食事の介護、日常生活上の

援助を行う 

訓
練
系
・
就
労
系 

自立訓練(機能訓練) 一定期間、身体機能の維持・向上のために必要な訓練を行う 

自立訓練(生活訓練) 一定期間、生活能力の維持・向上のために必要な支援、訓練を行う 

宿泊型自立訓練 
居室その他の設備を利用し、家事等の日常生活能力向上の支援、生活等の相談及び助

言その他必要な支援を行う 

就労移行支援 
通常の事業所等への就労を希望する障害者に、一定期間、就労に必要な知識及び能力

の向上のために必要な訓練を行う 

就労継続支援Ａ型 
通常の事業所等での就労が困難な障害者に、雇用して就労の機会を提供するとともに、

能力等の向上のために必要な訓練を行う 

就労継続支援Ｂ型 
通常の事業所等での就労が困難な障害者に、就労する機会を提供するとともに、能力

等の向上のために必要な訓練を行う 

就労定着支援 
就労系のサービスを利用して通常の事業所に雇用され、６か月を経過した障害者に対

し、就労に伴う生活面の課題に対応するための支援を行う 

地
域
相
談
支
援
給
付 

地域移行支援 
施設入所者や精神科病院に入院している障害者に、住居の確保その他の地域における

生活に移行するための活動に関する相談その他の必要な支援を行う 

地域定着支援 
居宅で単身等で生活する障害者につき、常時の連絡体制を確保し、障害特性に起因し

た緊急事態等に相談その他必要な支援を行う 
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介護給付（同行援護を除く。）

１ 申請

３ 障害支援区分認定調査

５ 一次判定（コンピュータ判定）

６ 市町村審査会（二次判定）

６ 市町村長へ判定結果を通知

７ 障害支援区分の認定

８ 申請者に認定結果通知

１０ サービス等利用計画案の提出

１１ 支給決定案の作成

１３ 支給決定

サービス利用

図１ 介護給付に係る支給決定の流れと審査会の位置付け（同行援護を除く。）

１２ 市町村審査会の意見聴取

１４ 申請者に支給決定通知

９ サービス利用意向聴取

１５ サービス等利用計画の作成

２ サービス等利用計画案の提出依頼

４ 医師意見書

 

３．障害支援区分 

 

※介護保険を利用している場合

はケアプランを提出 

２．障害福祉サービス（同行援護を除く介護給付）の利用の流れ 



４．介護保険年齢（65歳）到達時の対応 

障害福祉サービスの有効期間は本来 65歳の誕生日の前日までとなるが、介護保険への移行のための手

続き等（事業所探し、ケアプランの作成等）に時間を要することが想定されるため、65 歳到達日の２週

間後までを有効期間として障害福祉サービスの有効期間を延長している。 

なお、２週間では移行が困難と想定される者については「誕生月を含む３か月後の月末まで」延長する

ことが可能である。 

※上記は特定疾病に該当する方（40歳）の場合も同様である。 

 

 

 

 

 

 

 

５．介護保険法と障害福祉サービスの適用関係 

社会保障制度は保険優先の考え方が原則となることから、介護保険サービスが障害福祉サービスに優

先して適用される。ただし、一律に介護保険サービスを優先的に利用するものではなく、区において、

申請に係る障害福祉サービスの利用に関する具体的な内容（利用移行）を聴き取りにより把握するなど、

申請者の個別の状況に応じ、申請者が必要としている支援内容を介護保険サービスにより受けることが

可能かを判断することとなる。 

なお、介護保険サービスにはない障害福祉サービス固有のものについてはこの限りではない。（同行援

護、行動援護、自立訓練（生活訓練）、就労移行支援、就労継続支援など） 

 

 

障害福祉サービス 介護保険サービス 

 

通知⇒事業所探し⇒プラン作成 

40 歳・65 歳到達日 

 

介護保険の認定 



64 歳まで            65 歳から 

 

 

介護保険制度との適用関係について 

障害者総合支援法（注 1）では、サービス内容や機能から、障害福祉サービスに相当す

る介護保険サービスがある場合は、基本的に相当する介護保険サービスを優先して利用す

ることとなっています。 

そのうえで、介護保険サービスには相当するものがない障害福祉固有のサービス（行動

援護、同行援護、自立訓練（生活訓練）、就労移行支援、就労継続支援等）については、

障害福祉サービスのご利用が可能です。（横出しサービスといいます） 

また介護保険のケアプラン上において介護保険給付又は地域支援事業のみによって確

保することができないものと認められる場合は障害者福祉サービスで足りない分の支給

ができます。（上乗せサービスといいます） 

利用可能な介護保険サービスに係り事業所又は施設が身近にない、あっても利用定員に

空きがないなど利用が困難な場合、介護保険が非該当と判定された場合においても必要な

サービスのご相談ができます。 

 

 

 

 

（固有サービス早見表） 

【障害福祉固有サービス】  【介護保険と障害福祉の同等のサービス】 【介護保険固有のサービス】 

・同行援護・行動援護    ・居宅介護（ホームヘルプ）        ・通所介護 

・重度訪問介護       ・短期入所                ・訪問看護、リハ 

・訓練等給付 ・移動支援                       ・福祉用具レンタル 

・オーダーメイド補装具等             ・介護保険利用入所施設 

・施設入所 ・共同生活援助 等 

横出し 

障害福祉サービス 

上乗せ

せし 

介護保険対象者のための障害福祉サービス利用の手引き 

障害福祉 

サービス 
介護保険 

サービス 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

新宿区 
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１．お手続きの方法 

①すでに障害福祉サービスを利用している 65 歳のお誕生日を迎える 

障害者・指定難病等の方（特定疾病に該当する 40 歳のお誕生日を迎えた障害者を含む） 

 介護保険のサービスを受けることが可能か否か等を判断するために、 

介護保険の申請の手続きをお願いいたします。 

 

障害福祉サービスの更新のお知らせ  ６５歳になる 1～２か月前に障害者福祉課 

支援係地区担当者からお知らせします。 

要介護認定の申請・要介護認定調査      

 

※ご本人・ご家族で介護保険の申請手続きをすることが困難な方には、障害者福祉課支援係

の地区担当者が申請のお手伝いをします。 

要支援            要介護            非該当 

 

高齢者総合相談センターが   ケアマネジャー(注 3)と契約    

ケアプラン(注２)を作ります。 しケアプランを作ります。   

                               

  

 

 

 

≪上乗せ支給等の申請・更新・変更に必要な資料について≫ 

ケアプラン（居宅サービス計画書、サービス利用票、サービス利用票別表、週間サービス計 

画表）及びアセスメント票、非該当の場合はサービス等利用計画案又はセルフプラン 

       高齢者総合相談センター 

電話               

介護保険サービスを利用します 

 

 
介護保険で不足するサービスについて必要書類を提出し、障害福祉サー

ビスをご申請いただけます。（②参照） 



②すでに介護保険を利用している障害者手帳（指定難病等含む）をお持ちでサ

ービスが不足している方（特定疾病に該当する 40 歳のお誕生日を迎えた障害者を含む） 

   障害福祉サービスを上乗せあるいは横出しで受けることが可能か判断す

るために、障害福祉サービスの申請の手続きをお願いいたします。 

 ケアプランの提出（障害者福祉課支援係） ・ケアマネジャーが支援係地区担当者にお

申し出ください。事前に面談の予約を電

話でお取りください。 

   申請・障害支援区分認定調査訪問 ・ご自宅や入院先に訪問します。ケアマネ

ジャーの同席が必要です。 

                                             

・受給者証が発行されます。 

                                              

・毎年更新申請が必要です。ケアプランが

変わり支給量に変更があるときは都度ご

申請をお願いします。 

 

注 1 障害者総合支援法第 7 条（他の法令による給付等との調整） 

自立支援給付は、当該障害の状態につき、介護保険法の規定による介護給付、健康保険法の 

規定による療養の給付その他の法令に基づく給付又は事業であって政令で定めるもののう 

ち自立支援給付に相当するものを受け、又は利用することができるときは政令で定める限 

度において、当該政令で定める給付又は事業以外の給付であって国又は地方公共団体の負 

担において自立支援給付に相当するものが行われたときはその限度において、行わない。 

 

  

               

介護給付審査会・支給決定会議     

更新・変更     

注２ケアプランとは 

介護保険サービスの利用計画のことです。  

担当のケアマネジャーが、どのようなサービス

をどのくらい利用するかについて、本人や家族

の希望を考慮しながら、本人に適したものを作

成するものです。 

 

 

注３ケアマネジャーとは 

介護支援専門員という名称で、介護保険サービ

スを利用するときの相談や、ケアプランを作成

します。 

サービス事業者の調整も担当します。 

 



２．利用者負担について 

 障害福祉サービスの利用者負担は、生活保護世帯及び市区町村民税非課税世帯は無料で

す。市区町村民税課税世帯の方については、利用したサービスの 10％が利用者負担となり

ます。ただし、区では現在利用者負担額を 3％に軽減する施策を取っています。 

月ごとの利用者負担には上限があり、ひと月に利用したサービス量にかかわらず、それ以

上の負担は生じません。             世帯の範囲…当該障害者及び配偶者 

※障害福祉サービスと介護保険を併せてご利用の場合、基準額を超えて支払った負担額や、

一定の条件を満たせば６５才になって介護保険に移行し支払った負担額が、高額障害者サ

ービス費として申請により後から支給される場合があります。障害者福祉課経理係にお問

い合わせください。 

３．その他 

①定期巡回・随時対応型訪問介護看護や小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型等、

制度上不足する時間数が計算できないサービスの場合は、対象外です。これらのサービスを

ご検討の場合は必ず地区担当者にお知らせください。 

②入院等により介護保険サービスの単位が余る際には、障害福祉サービスの請求より先に、

介護保険でご請求ください。 

③障害支援区分の確定後の利用となります。区分認定にはひと月程度かかりますので、お早

目のご相談をお願いします。 

④障害福祉サービスの居宅介護の身体介護では外出同行はできません。同居家族がいても

必要性が認められれば家事援助の対象となります。同様に、必要性が認められれば院内介助

も可能です。 

【お問合せ先】障害者福祉課支援係 ☎５２７３－４５８３ Ｆａｘ３２０９－３４４１ 

       障害者福祉課経理係 ☎５２７３－４５２０ Ｆａｘ３２０９－３４４１ 

区分 世帯の収入状況 負担上限月額 

生活保護 生活保護受給世帯 0 円 

低所得 市区町村民税非課税世帯 0 円 

一般１ 市区町村民税課税世帯（所得割 16 万円未満、

ただし 18 歳未満及び 20 歳未満の施設入所

者は所得割 28 万円未満） 

9,300 円 

（18 歳未満 4,600 円） 

一般２ 上記以外 ３７，２００円 



暮らしをサポートする仕組みについて
れいわ ねんどだい かいそうだん ちいきせいかつしえんせんもんぶかい ふ

令和５年度第１回相談・地域生活支援専門部会 グループワークを踏まえて

・先行事例（札幌市PA）：重度訪問介護を利用する障がい者自身がマネジメントし、介助者と契約する制度。

⇒文京区の既存資源

・話し合い員や認知症ともにパートナー、いきいきサポート、地域生活安定化支援事業等の

制度・サービスの共有。

・障害への正しい理解（根拠のある知識によるリスクの共有）

・制度利用によるリスク軽減とメリットの説明

⇒勉強会、説明会など

・親なき後や高齢化など（引きこもり、実家に一人残って住み続けること、制度にのらない狭間の人）への

早期介入、支援について

⇒困難事例や成功事例の検証

①パーソナルアシスタント（PA）について

②不動産屋やオーナーへの理解促進について

③地域での生活にある課題について

【資料第4号】く し く
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札幌市パーソナルアシスタンス制度
について

【資料第５号-1】



■札幌市の状況

◎障がいのある方の要望を基に２年間の検討の末、札幌市
の独自事業として平成２２年度に開始

◎利用者が介助者と直接契約を結び、自ら必要とする介助
を組み立てる制度（セルフマネジメント）
介助に要した費用は、札幌市が利用者に直接支給
（代理受領により、介助者に支給することも可）

◎同様の制度は国内の他市町村では行われていない。

パーソナルアシスタンス（ＰＡ）制度とは

2



ＰＡ制度の主な特色①

重度訪問介護

支給方法
１ヵ月の介助時間数
を決定

利用方法
ヘルパー事業所と契
約し、派遣を受ける。

介助者 ヘルパー資格が必要

※同居家族は不可

ＰＡ制度

１ヵ月の介助費用
を決定

介助者と直接契約

ヘルパー資格は不要

※配偶者・３親等以内の親族
は不可

3



◎重度訪問介護では
１ヵ月に利用できる重度訪問介護の時間数を決定
⇒決定時間数を超えてサービスの利用はできない。

◎ＰＡ制度では
１ヵ月に利用できる介助費用の額を決定
⇒介助費用の範囲内で、時間数を自由に設定することが
できる。

ＰＡ制度の主な特色② ～支給決定方法～

4



◎重度訪問介護では
ヘルパー事業所と契約を結び、ヘルパーを利用
⇒指定を受けているヘルパー事業所以外から介助者の派
遣を受けることはできない。

◎ＰＡ制度では
介助者を自分で募集し、直接、契約を締結
⇒身近な知人を介助者とする等、ヘルパー事業所以外か
ら、介助者の派遣を受けることができる。

ＰＡ制度の主な特色③ ～利用方法～

5



◎重度訪問介護では
ヘルパーや介護福祉士の資格が必要（同居家族は不可）
⇒介助技術等は事業所で研修を実施

◎ＰＡ制度では
配偶者や３親等以内の親族を除き、資格がなくても介助
者になることができる。
⇒介助技術等は、利用者が自分にあった介助方法を指導
⇒自分の生活にあった介助者の選択が可能に

ＰＡ制度の主な特色④ ～介助者～

6



◎重度訪問介護では
・シフトの調整
・実績記録票等の記録の作成
・区役所への請求
・ヘルパーへの報酬の支払い

◎ＰＡ制度では
・シフトの調整
・実績記録票等の記録の作成
・区役所への請求
・ヘルパーへの報酬の支払い

ＰＡ制度の主な特色⑤ ～その他～

事業所が実施

利用者が実施

7



ＰＡの利用イメージ

①重度訪問介護の支給決定を受けている

②決定時間の一部をＰＡで「金額」に振替

利用者が自分で決めた時間を金額に振り替え
ることができます。
（上限は振替時間数×2,400円）

③介助者を募集し、ＰＡ費の範囲内で契約

利用者が直接介助者と契約し、介助内容、シフ
トや金額を自ら決定。
例えば、１時間1,200円で契約が成立すると…

④介助者の選択が可能・介助時間が増加

月48万円÷１時間1,200円＝

［受給者証］
月330時間

200時間をＰＡに振替 130時間はそのまま
重度訪問介護を利用

［決定通知書］
200時間×2,400円
＝ 月48万円 ［受給者証］

月130時間

これまで通り、事業所を通し、
ヘルパーを派遣してもらう。

４００時間 １３０時間＋
◎必要とする介助を自ら組み立てることができる！
◎重度訪問介護と合わせて５３０時間に！ 8



◎対象者は？
⇒重度訪問介護の支給決定を受けている方で、ご自身
もしくは支援する方の責任において、介助者の募集、
シフトの調整、金銭管理のできる方

◎介助内容の制限は？
⇒重度訪問介護と原則同じ
★ＰＡで可能な介助内容例
入院中のコミュニケーション支援、介助技術の指導

★ＰＡではできない介助内容例
車を利用した外出支援（道路運送法上の許可が必要なため）

ＰＡ制度説明①

9



◎介助者には誰でもなることができるの？
⇒配偶者、３親等以内の親族は対象外

◎介助者への報酬に上限はあるの？
⇒下表のとおり。

ＰＡ制度説明②

時間帯
報酬額の上限（１時間あたり）

交通費を含まない場合 交通費を含む場合

基本（５時～２２時） １，２００円まで １，３００円まで

深夜（２２時～５時） １，５００円まで １，６００円まで

10



◎介助者はどうやって集めるの？
⇒求人広告の利用、知人・友人等からの紹介、サポート
センターに登録された介助者の紹介により募集します。
募集にあたっては、サポートセンターが支援します。

◎利用者負担は？
障害福祉サービスの利用者負担と同額
※課税世帯の方が、ＰＡ制度の利用者負担額により、障害福祉サービ
スの上限額を超えた場合は、申請により、超過分を返金します。

◎万が一事故があったときの補償は？
⇒原則、利用者と介助者間での契約になりますが、札幌
市において、一定額の保険に加入しています。

ＰＡ制度説明③

11



◎ＰＡ制度に移行する時間の制限は？
⇒重度訪問介護の時間数から1時間を引いた時間数が、
移行時間の上限です。
また、1ヵ月に1時間以上重度訪問介護を利用すること
がＰＡ制度を利用する必須条件です。

◎ＰＡ制度を利用して、事業所からヘルパー派遣を受ける
ことは可能なの？
⇒ＰＡ切替え後に介助者が不足する場合等、やむを得ない
事情がある場合は、事業所とＰＡ制度による契約を結
び、ヘルパー派遣を受けることも可能です。

ＰＡ制度説明④
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◎体調が悪くなると介助時間が足りないことがある
⇒ＰＡ制度では、急な入院や介助者の都合等により、当月
に使用できなかった介助費用を翌月に繰り越すことがで
きます。
（あらかじめ届出が必要。繰越額は１０万円が限度。）

ＰＡ制度説明⑤

→上限額13万円

→上限額15万円

→上限額20万円＋10万円

3万円 繰越額10万円（繰越の限度額）

10万円

支出額

＋5万円

5月
上限額 10万円

支出額 8万円

4月

20万円

7万円 繰越額３万円

10万円上限額

支出額

7月
上限額 10万円

支出額

＋3万円

繰越額５万円

6月
上限額

《繰越制度利用例》 元々のＰＡ費の上限額が10万円の例
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◎ＰＡ制度を利用したいが、重度の知的障がいがあり、
マネジメントを行なうことができない
⇒ＰＡ制度では、重度の知的障がい・精神障がいにより、
介助者との契約や介助日時の調整、介助報酬の支払いな
ど必要なマネジメントを行えない場合に、特定の介助者
にマネジメントの代行を依頼することができます。
（ご家族も行えないことが前提です。）

特定の介助者がマネジメントの代行を行った場合は、
マネジメントに係る事務費として、介助者１名あたり
3,000円/月のＰＡ費を請求することができます。

ＰＡ制度説明⑥
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ＰＡ制度の実施にあたり、札幌市が民間団体に委託して運営
しているＰＡ利用者のための支援機関
【支援内容】
○ＰＡ制度の紹介、問い合わせに対する回答
○介助者募集の支援、情報提供
○介助契約締結時の支援とアドバイス
○ＰＡ利用者、介助者双方への研修の実施
○契約時や介助中におけるトラブル時の支援
○ＰＡ費利用計画の作成にあたっての相談・支援
○ＰＡ費の請求の支援

ＰＡサポートセンター

ＮＰＯ法人 ホップ障害者地域生活支援センター

〒065-0014 東区北14条東14丁目２-５ 光星ビル３階
電話：790－6003 ＦＡＸ：748－6221
Ｅ-ｍａｉｌ pa-support@npo-hop.org
開設時間 ９時～１７時（月曜～金曜） ※土日祝日休み

15



◎サポートセンターへの相談

サポートセンターへ電話し、相談の日時を決定します

制度の内容等について説明を受けます（２時間程度）。

制度の特徴をご理解いただき、利用するかどうかをご判断
ください

申請又は介助者募集手続きへ

申請から利用まで① ～相談～

16



◎区役所への支給申請
介助の必要な時間帯や介助内容から、利用計画を作成し、
パーソナルアシスタンスの利用費用額を決めます。
※必要に応じて利用計画の作成をサポートセンターが支援
します

利用費用額・利用計画が決定したら、サポートセンター経
由で、必要書類を区役所へ提出します。
※申請はＰＡ制度を利用する前月１０日までに行ってくだ
さい。

介助者募集へ

申請から利用まで② ～申請～
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◎介助者募集
必要とする介助時間や介助内容に合わせて、介助報酬等の
募集条件を決定します。

下記の方法により、介助者を募集します
【募集方法】
・求人広告の利用（求人広告費用もＰＡ費の対象）
・知人・友人等からの紹介
・サポートセンターに登録された介助者の紹介

契約へ

申請から利用まで③ ～介助者募集～
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◎介助者の決定
応募してきた人に対して面接等を実施し、最終的に介助者
として契約するかを決定します。
※必要に応じ、サポートセンターが面接等の支援を実施

◎契約
報酬や介助内容等の確認を行い、契約を締結します。
（契約書の参考様式を札幌市で用意しています。）

研修へ

申請から利用まで④ ～契約～
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※介助技術に関する研修はサポートセンターでは行いません。

申請から利用まで⑤ ～研修～

サポートセンターでは、ＰＡ制度の利用開始前に利用者と介
助者に対して研修を行います（必須）
◎利用者向け（４時間程度）
①請求方法
②募集・契約方法
③ＰＡ制度に関する諸記録の作成方法
④事故・トラブルへの対処方法

◎介助者向け（２時間程度）
①ＰＡ制度の概要
②代理受領（利用者に代わりＰＡ費を請求）の方法

20



申請から利用まで⑥ ～利用～

◎利用
介助者訪問の都度、実績記録票や活動日誌等を作成します。
※ＰＡ制度では、実績記録票の作成など、重度訪問介護で
は事業所が行っていた事務を、利用者が行います。

介助者の急なキャンセル等に備え、複数の介助者を確保する
ことが望ましいです。
※介助者が不在となった場合であっても、札幌市が介助者
を直接派遣すること等は行いません。

事故等の不測の事態があった場合に備え、緊急連絡先など
について、介助者と確認を行ってください。
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申請から利用まで⑦ ～請求～

◎請求
ＰＡ制度を利用した月の翌月５日（必着）までに介助費用
の請求を行います（サポートセンターへ提出）。
※期日を過ぎると、札幌市からの支払いが遅くなることが
あります。

◎支払
区役所からの支払いは、請求月の２５日までに行われます。
※翌々月のＰＡ費の請求の際に、介助者への報酬支払い等を
行った事実の確認できる書類を提出してください。
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申請から利用まで⑧ ～まとめ～

①サポートセンターへの相談
制度の内容等について説明を受けます。

②区役所への支給申請
区役所にＰＡ費の支給申請をします（サポートセンター経由）。

③介助者の募集
自ら又はサポートセンターの支援を受けて介助者を募集します。
④介助者の決定・契約
面接等を経て、介助者を決定し、契約を締結します。
⑤利用者・介助者の研修
利用者（約４時間）と介助者（約２時間）が研修を受講します。
⑥ＰＡ制度の利用
実績記録票や活動日誌を作成します。
⑦区役所への請求
利用月の翌月５日までに請求書類を作成し、サポートセンターへ送付します。
請求月の２５日までに、区役所よりＰＡ費が支給されます。 23



いきいきサポート
ご案内

どんなことをしてもらえるの？

1時間あたりの利用料

利用頻度・時間

いきいきサポート

【資料第5号-2】



例えば…

大丈夫ですよ

協力会員さんの言っていた
柄の長いモップを用意
しました！

いつもありがとう！
休憩を取りながら
やってくださいね。

わたしもお願いできますか？

利用会員

いきいきサポートってなに？

協力会員

利用会員

利用会員

来週は
母の通院で
お休みします

サポート実施までの流れ



【資料第 5号-3】 

 

  利用者用 

 
文京区精神障害者地域生活安定化支援事業 

 
 

どんな事業？ 

ご自分が望まない形での入院を未然に防ぐために、治療継続や見守り支援などを

行う文京区の事業です。ご自分で、もしくは障害福祉サービス等を利用しながら 

安定した生活を送れるようにするための支援をします 

 

どんな支援をしてくれるの？ 

➊病院へ一緒に行きます 

時間通りに行けない、お医者さんにうまく病状が伝えられないなどで、一人

での受診が難しい時に一緒に病院に行きます  

➋ご自宅へ訪問します 

ご自宅へ訪問し、薬の飲み忘れがないか確認したり、何か困ったことはない

かお話しを伺います 

➌関係者との連絡調整をします 

 お困りごとなどを解消するために、医療関係者や障害福祉サービス提供者と

の連絡や調整を行います 

➍その他、生活安定のために必要な支援を行います 

  

支援期間は？ 

 基本は 1年間です（更新もできます） 

 

どんな人が支援してくれるの？ 

 区内の地域活動支援センターの職員が、保健師と連携を取りながら支援します 

  

利用料は？ 

 無料です。ただし、外出した交通費等は自己負担になります 

 

利用するには？ 

まずは、ご自分の地区を担当している保健師にご相談ください。 

利用にあたっては、申請書のご記入をお願いします 

 

 

●お問合せ● 

 文京区保健衛生部 予防対策課精神保健係 

                       文京区春日 1-16-21 シビックセンター８階 

TEL：03-5803-1847 FAX：03-5803-1355 



【資料第 5号-3】 

 

  利用者用 

 



【資料第 5 号-4】 

 

話し相手が必要な方へ 話し合い員の派遣 

 

区から嘱託を受けた「話し合い員」が、定期的にひとり暮らしの高齢者等の自宅

を訪問し話し相手になることで、孤独感や不安感を和らげ、あわせて安否確認を

行います。 

また「話し合い員」は、区、高齢者あんしん相談センター、民生委員等と連携し

た見守り活動を行います。 

 

＜対象＞ 

話し相手の必要な区民の方で、下記のいずれかに該当する世帯 

① ひとり暮らしの高齢者の方 

② 座位を保てない状態の高齢者の方 

③ 高齢者のみの世帯 

④ 日中独居となる高齢者の方 

⑤ 重度身体障害者世帯 

 

＜訪問＞ 

週１回（平日・１時間程度まで）  

＊訪問対象者の状況により判断し、訪問日等はご相談の上、決定します。 

 

＜費用＞ 

無料 

 

＜申し込み＞ 

高齢福祉課 高齢福祉推進係 （電話 5803-1213） 

電話にてご相談ください。 
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